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⑧協力文化庁
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e, あらすじ

青森県ド北半島の霊場恐111、大祭の日。各地から集まってきたイタコたちが「1 1
寄せ」をする。

老イタコ嫌井キヨさん（79歳）は、幼い唄祝ﾉJを失った。IWIIj脈の家に弟子入りし

たのは、14歳の時。厳しい修業に耐えて、15歳で一本立ち（ミアガリ）した。

イタコは、仕事のことを「商売」という。’'1宅に祭壇を設け、ふだんはそこを仕

事場にしているが、呼ばれればどこにでも出かけていき「口寄せ」をする。春秋の

オシラサマの祭日には「オシラサマ遊ばせ」も行う。

しかし、このようなイタコの仕事をするには、江戸時代には弘liij 'ljの報恩寺が発

行する肝nJ証（カンサヅ）が必要であった。11ﾉl論時代にはいると、イj政から「イタ

コの所業一切禁止」の布告が出された。それでもイタコを求める声が絶えなかった

ので、その仕事は続いてきたのであった。

たび重なるIXI作・飢朧にみまわれてきた洲轆

の風上を''2き抜く人々にとって、イタコは必要

であった。イタコの語る死荷の言葉は、このlll:
ともしび

で生きていく人々の、心の灯.であった。

多くの謎を秘めたまま、イタコは消えていく。

彼女たちにはもう、弟子はひとりもいない。

毒厳罰へ.‐ ＝ 、
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有明海の干潟漁

恰ミリ・カラー・33分/210,000円

特有の魚介類が豊富に生息する日本

最大の泥状干潟、有明海．沿岸に住

む人々の暮らしを支えてきた、干潟

独特の伝統漁法の数々は、自然とつ

きあう人間のあり方を教えてくれる。

奥羽の鷹使い

－日本の狩猟習俗－

16ミ Iノ・カラー・33分/200)000円

奥羽地方では、クマタカを飼いなら

して野ウサギ等を捕らえる鷹狩りが

伝承されてきた。滅びゆく伝統習俗

を記録し、自然と共存し調和を保っ

て生きた山の民の息づかいを伝える。
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●特別協力

五所川原市笠ノキキヨ

弘前大学教育学部教授

杭森建英

●撮影協力

Iaf森県教育委此会

弘Hij市教育委ji会

li所川原市教育委ji&

金木町教育委凱会

"l}I町

I#『森県立郷上餓

弘Iij市立図書館

川倉審の河原構II1

霊場恐山寺務所

弘前市長勝寺

報恩寺

専修寺

li.所川原市桜lllの特さん

弘前市小栗l11の衿さん

鴎田町石村科徳

…

ねぶた祭り

－津軽びとの夏－

16ミリ ．カラー・34分/210,000円

東北地方を代表する夏の『ねぶた祭

り｣。青森ねぶたを中心に、各地に残

る様々なねぶたを紹介しながら、ね

ぶた師による灯龍制作の様子から祭

りの準備･当日までほぼ一年を追う。

北国の夏､祭りで一気に爆発する人々

のエネルギーを描く。
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舞うがことく翔ぶがこゞとく

－奥三河の花祭

16ミリ ．カラー・34分/210,000円

愛知県奥三河地方に700余年にわた

り、伝承されてきた「花祭」を記録。

夜を徹して舞い続ける人々の熱気と

興奮は、大自然のﾛ玄きに耳を傾けて

きた日本人の心を描き出す。

i溜轡轡 ●

11,世』
[製作スタッフ］

製作＝村山和雄

脚本･演出＝大Kb鮮肋

演出助手＝広瀬謙一

撮影＝山屋恵Ifl

松井美喜夫

照明＝水村富雄

現地録音＝樋11克雄

編集＝近藤光雄

加納宗子

音楽＝長沢勝俊

録音＝アオイスタジオ

現像=IMAGICA

語り＝山本圭

[用語解説］

○イタコマチ＝神社仏|#lの緑1lなどに、大勢のイタコが集まって

1 l寄せを行うことをいう。

｡イタコの察受=神仏を呼び寄せるための締lや絲文､昔話や神
たん

仏のIII米揮などの語り物の総称。
ふぐ

○巫具=AK女が巫業を行うために用いる用具で、神や仏を下ろす

ための溌課や弓．太鼓と、XK女の守り神を入れたお守りなどが

ある。

◎ユルシーイタコになるための修業を終えて一本1nﾉ:ちすることを

帥匠から『汗されること。このとき師匠から肌典一式力：贈られる。

○オシラサマ＝東北地方一,冊に分布する虻|州ｲi;仰の神で、紫桑で

娘と脇の2体を作り1対として祀る。蚕の神様とされ、 ’ '1家や

村で所ｲｲする。

秩父の夜祭り

一山波の音が聞こえる－

16ミリ ．カラー・34分/210,000円

秩父盆地の村々に今日まで残されて

きた多くの祭りや行事を紹介する。

そして一年の集大成ともいうべき｢秩

父夜祭」を通して、人々の生活に根

づいた祭りの持つ意味を考える。

※上記の作品にはビデオテープもあります。
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〈伝統習俗の記録＞

企画：

協力：

<民俗芸能の心>識

企画：財ポーラ伝

製作：㈱桜映画社

統文化振興財団


